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１５１
２０１２

Ｎｏ．１６６

（平成２４年）

 ２ ～ 5

  6 ～ 7

 ８ ～ 9

 １０～１１

１２～１３

今回の広報には「いっしょに手をつなご」「えなツーリズム」「ぎふ清流国体へ行こう」が折り込んであります。読むときは、外し
てお読みください。

お知らせ版

高齢者福祉計画案

申告のお知らせ

文化の窓・消費生活

スポーツ

子育て

環境・図書・地域包括

健康ガイド・医療

お知らせ・２月の相談

「えなっコ」チャンネル２月

１４～１５

１６～１７

１８～２３

２４

　農地や農業用施設が、豪雨や大地震などの天

然現象によって被害を受けた場合に、自費で復

旧した農家に対しての補助金制度「農地等小規

模災害復旧事業補助金制度」を新設しました。

　対象と思われる方は、相談ください。

□概要　渇水害＝１時間当たり２０㍉以上また

は１日当たり８０㍉以上の降雨により、被災し

た場合　渇その他＝風水害、風害、雪害、震災、

干害、地滑り災害などの天然現象の災害に適用

します。基準の詳細については問い合わせくだ

さい。

□対象　復旧の経費が 1 カ所当たり１０万円以

上４０万円未満のもの

□適用される被害　平成２３年４月１日以降の

被害

□補助率　渇農地＝経費の５０㌫以内　渇農業

用施設＝経費の６５㌫以内

□必要書類　①申請書②復旧に関する見積書③

被害が分かる写真など

※申請書は農業振興課や各振興事務所にありま

す。市ウェブサイト（http://www.city.ena.lg.

jp/）からもダウンロード（取得）できます

□申し込み・問い合わせ　農業振興課土地改良

係志２６-２１１１（内線５４６）

市独自の災害復旧補助金を新設
豪雨による農地などの小規模災害が対象

滑
豪
雨
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
田
ん
ぼ
の
の
り
面



ブリック
コメント
( 意見公募）

パ

基
本
理
念
は
「
安
心
と
生
き
が
い

の
あ
る
高
齢
者
福
祉
の
充
実
」

　

市
の
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
６５
歳

以
上
の
高
齢
者
人
口
は
今
後
も
増
加
し
続
け
、

平
成
２６
年
度
に
は
、
高
齢
化
率
が
３１
・
１
㌫

に
達
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
に
伴
い
、
介
護
保
険
事
業
の
要
介

護
認
定
者
は
増
加
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

が
拡
大
し
て
い
く
中
、
給
付
費
も
年
々
上
昇

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
独
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世

帯
、
認
知
症
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
く
と
考

え
ら
れ
、
身
近
な
地
域
で
の
見
守
り
や
支
え

合
い
、
認
知
症
支
援
の
充
実
が
必
要
で
す
。

ま
た
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
き
が

い
を
持
っ
て
、
地
域
で
活
躍
で
き
、
高
齢
者

同
士
が
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
が
急
務
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
の
要
望

や
状
態
の
変
化
に
応
じ
た｢

医
療｣

「
介
護
」

「
介
護
予
防
」「
住
ま
い
」「
生
活
支
援
」
の

５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
提
供
し
、

「
安
心
と
生
き
が
い
の
あ
る
高
齢
者
福
祉
の

充
実
」
を
基
本
理
念
と
し
た
、
高
齢
者
福
祉

施
策
と
介
護
保
険
事
業
の
充
実
を
目
指
し
ま

す
。

　

計
画
案
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の

代
表
や
学
識
経
験
者
、
医
療
・
保
健
・
福
祉

関
係
者
で
組
織
す
る
「
市
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
委
員
会
」
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
市
民
や
介
護
給
付

を
受
け
て
い
な
い
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
介
護
支
援
専
門
員
な

ど
か
ら
、
事
業
に
対
す
る
意
見
や
高
齢
者
を

取
り
巻
く
地
域
社
会
の
現
状
な
ど
の
調
査
を

行
い
、
計
画
策
定
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

●高齢者がいつまでも元気で生きがい

を持って暮らしていくため、老人クラ

ブ活動の支援や、郷土の先人佐藤一斎

の「三学の精神」に基づいた生涯学習

活動などを推進します。

●高齢者の労働や社会活動を推進する

ため、シルバー人材センターの支援や

学校教育における地域講師、まちづく

り活動への参加など、地域社会で活動

する場をつくり出します。

　

高
齢
者
福
祉
計
画
は
、
高
齢
者
の
福
祉
に
関
わ
る
総
合
的
な
計
画
で
す
。
介
護
保
険

事
業
計
画
は
、
介
護
保
険
の
給
付
対
象
と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
計
画
で
す
。

こ
の
二
つ
の
計
画
は
、
高
齢
化
の
進
行
や
、
医
療
・
福
祉
制
度
な
ど
社
会
的
な
変
化
を

踏
ま
え
、
３
年
間
を
１
期
と
し
て
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
来
年
度
か
ら
平
成
２６
年
度
ま
で
の
第
５
期
計
画

（案）
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
）

１．高齢者が生きが
　いを持って生き
　生きと暮らす

●早期からの介護予防を推進するため、それぞれの年代に合わせた健

康づくりを促進し、壮年期から生活習慣病の予防や健康に関する正し

い情報の提供、健康相談、生活習慣改

善支援などを行います。

●高齢者の閉じこもり防止や介護予防

を推進するため、いきいき教室の開催

やふれあいサロン活動への支援、おし

ゃべりパートナーの派遣、介護予防や

認知症予防についての普及と啓発、回

想法を活用した事業などを行います。

●支援が必要な高齢者のそれぞれの状況に応じたサービスを提供する

ため、軽度生活支援やお元気食事サービス、訪問理容サービス、寝具

消毒乾燥サービスなどを行います。

●安心で安全な生活環境を整備するため、高齢者の住宅改善への助成

や地域での移送サービス活動の支援、緊急通報システムの設置、災害

時における高齢者支援体制の充実などを行います。

●認知症を正しく理解し、社会全体で認知症の方とその介護者を支援

していくため、認知症サポーターの養成や認知症支援の人材育成、若

年性認知症に対する支援、徘
はいかい

徊高齢者の位置を探索する端末機の貸し

付けなどを行います。

●認知症などにより判断能力が十分でない高齢者の権利を守るため、

日常生活の自立支援事業や成年後見制度の利用促進、介護保険施設な

どへ介護相談員の派遣などを行います。

●見守りが必要な高齢者を地域で支える仕組みづくりや、介護が必要

になっても安心して暮らし続けられるよう保健と医療、福祉、地域な

どが連携し、目的に応じた柔軟な対応ができる地域包括ケアネットワ

ークをつくり上げます。

●介護が必要な高齢者が、状態に応じたきめ細かなサービスを受ける

ため、小規模多機能型居宅介護や認知症対応型通所介護、認知症対応

型共同生活介護などの地域密着型サービスなどを充実していきます。

●介護者を支援するため、介護者交流事業や認知症の方の家族のつど

いなどの開催や介護用品の購入助成など、介護者の精神的、身体的、

経済的負担の軽減を図ります。

２．高齢者がいつま
　でも元気に暮らす

３．住みなれた地域
　で安心して暮らす

４．介護を受けなが
　ら安心して暮らす

■４つの柱による基本体系　― 高齢者福祉計画（案）―

滑
健
康
維
持
を
支
援
す
る
教
室

▲「想（おも）い出列車」に参加して明知鉄道の中で懐かしい歌を歌う皆さん

滑
地
域
の
学
校
で
異
世
代
間
交
流

高齢者福祉計画
介護保険事業計画

第５期

計画案に

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

ご意見を
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１０

２０

３０

４０

２９．６

３１．９

３４．４

３８．６

４２．１

 （億円）

 （億円）

 （％） （人）

現在の介護保険料
（基準額）

月額３，６９４円

平成２４～２６年度の

月額５，１００～５，２００円

介護保険料（基準額）

ブリック
コメント
( 意見公募）

パ

◆
要
介
護
・
要
支
援
認
定
率
は
１８
㌫
超
え
に

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
市
内
の
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
人

口
の
推
移
と
、
そ
の
う
ち
、
介
護
を
必
要
と
す
る
要
介

護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
た
人
の
割
合
の
推
移
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
人
口
は
、
本
年
度
と
比
べ
る
と
３
年
後
の
平

成
２６
年
度
に
は
、
１
０
４
６
人
増
え
、
１
万
６
５
０
０

人
余
り
に
上
昇
し
、
認
定
率
も
上
昇
し
て
い
く
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
先
、
高
齢
者
人
口
と
認
定
率
の
上
昇
で
、
介
護

保
険
の
需
要
は
、
さ
ら
に
高
ま
る
見
込
み
で
す
。

◆
増
え
続
け
る
給
付
費

　

介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
３
年
ご
と
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
必
要
な
お
金
を
見
込
み
、
６５
歳
以
上
の
方
の
介

護
保
険
料
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
お
金
の
う
ち
、
１
割
の
自

己
負
担
額
を
除
い
た
分
を
給
付
費
と
言
い
ま
す
。
給
付

費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、こ
れ
か
ら
の
給
付
費
は
、

介
護
報
酬
や
認
定
者
数
の
増
加
な
ど
か
ら
次
の
よ
う
に

推
計
さ
れ
ま
す
。

　

第
５
期
は
第
４
期
に
比
べ
、
総
額
で
約
２４
億
円
増
の

約
１
５
２
億
円
と
試
算
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
給
付
費
は
、

公
費
と
介
護
保
険
料
で
賄
わ
れ
ま
す
。
負
担
割
合
は
、

法
律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
６５
歳
以
上
の
方
の
負
担
す

る
割
合
は
、
本
年
度
ま
で
は
介
護
給
付
費
の
２０
㌫
で
し

た
が
、
来
年
度
か
ら
は
２１
㌫
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
国
の
方
針
に
よ
り
、
介
護
報
酬
の
改
定
が
あ

り
、
報
酬
が
増
額
と
な
る
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
給
付

費
の
見
込
み
も
増
額
し
ま
す
。

◆
介
護
保
険
料
は
３８
―
４１
㌫
の
増
額

　

６５
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、
市
町
村
ご
と
で

決
定
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
当
市
の
６５
歳
以
上
の
方
の
介

護
保
険
料
は
、
基
準
額
で
月
額
３
６
９
４
円
で
す
。
基

準
額
と
は
、平
均
的
な
所
得
の
方
の
介
護
保
険
料
で
す
。

次
期
（
第
５
期
）
の
介
護
保
険
料
の
算
定
で
は
、
今
期

に
予
想
を
大
き
く
上
回
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

あ
っ
た
こ
と
や
、
次
期
に
予
想
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
増
、
６５
歳
以
上
の
方
の
負
担
割
合
が
２０
㌫
か

ら
２１
㌫
に
上
が
る
こ
と
、
新
規
施
設
開
設
に
よ
る
給
付

費
の
増
な
ど
か
ら
、
値
上
げ
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と

な
り
ま
す
。
ま
た
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
に
充

て
る
こ
と
が
で
き
る
貯
金
（
基
金
）
は
、
今
期
で
底
を

つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
介
護
保
険
料
は
月
額

５
１
０
０
―
５
２
０
０
円
（
約
３８
―
４１
㌫
の
増
額
）
程

度
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

一
人
一
人
の
介
護
保
険
料
は
、
自
分
の
所
得
と
家
族

の
方
の
所
得
に
よ
り
１１
段
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
所
得

が
低
い
人
の
介
護
保
険
料
は
、
基
準
額
よ
り
低
く
な
り

ま
す
。

◆
介
護
保
険
料
は
給
付
費
に
使
用

　

昨
年
度
、
６５
歳
以
上
の
方
が
支
払
っ
た
介
護
保
険
料
は
、
約

６
億
８
千
万
円
で
、す
べ
て
が
介
護
保
険
事
業
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
大
部
分
は
、
利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
、
１
割
の
自
己
負
担

額
を
除
い
た
額
に
当
た
る
給
付
費
に
使
わ
れ
ま
し
た
（
左
の
グ
ラ
フ

参
照
）。

　

ま
た
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
介
護
予
防
を
行
っ
た
り
、
高

齢
者
の
権
利
擁
護
や
家
族
介
護
の
支
援
な
ど
を
行
っ
た
り
す
る
地
域

支
援
事
業
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
２２
年
度
の
こ
の
事
業
費
は

約
１
億
円
で
し
た
。

■
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
使
う
給
付
費
が
年
々
増
加　

―
介
護
保
険
事
業
計
画

（案）
―

計画（案）への意見をお寄せください

　市では、市民の意見を計画に反映させるため、

高齢者福祉計画（案）と介護保険事業計画（案）に

ついての意見を募集します。

　計画案は、高齢福祉課や本庁舎情報公開コー

ナー、各振興事務所、市中央図書館で閲覧できま

す。市ウェブサイト（http://www.city.ena.lg.jp/）

にも掲載しています。閲覧期間は、意見募集期間

と同じです。

□募集期間　１月１３日㈮～２月３日㈮
□募集方法　本紙１日号折り込みの広報直通便、

官製はがき、ファクス、電子メールなどで、①氏

名②住所③連絡先―を明記し、お寄せください。

見出しは、「高齢者福祉計画」などとしてください。

　　高齢福祉課　〒５０９-７２９２（住所不要）　志２６-

２１１１（内線１２３）　思２５-７２９４　糸 koureifukushi

@city.ena.lg.jp

 ■ 居宅サービス費（デイサービスや

ショートステイ、訪問介護、訪問看護な

どの利用料）
 ■ 施設サービス費（自宅での介護が難

しい方が利用する介護老人福祉施設や、

自立を目的にリハビリなどを必要とする

方が利用する介護老人保健施設などの利

用料）

■ 地域密着型サービス費（認知症グルー

プホームや認知症デイサービス、小規模

多機能型居宅介護などの利用料）
 ■ サービス計画費（居宅サービスを利

用する際の計画費）

■ 特定入所者介護サービス費（所得の

低い方が施設、短期入所サービスに滞在

したときの食費と居住費の補足分として

支給するもの）

　 その他　高額介護サービス費、高額

医療合算介護サービス費、住宅改修費、

福祉用具購入費、審査支払手数料

高齢者人口と認定率の推移

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

認定率高齢者人口

１５，０００

１６，０００

１７，０００

１５

１６

１７

１８

１９

　 給付費の負担割合

国２５％

県１２.５％

   市
１２.５％

４０～６４歳
の保険料

    ２９％

６５歳以上の
保険料２１％

給付費の内訳

Ｈ１８ Ｈ１９Ｈ２０Ｈ２１Ｈ２２

１５，６１４ １５，６０８

１５，４６６

１５，７２０

１６，１７４

１６，５１２

１５．６％

１６．４％

１７．０％

１７．７％

１８．３％

１８．６％

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６
１０

２０

３０

４０

５０

６０

　給付費の年ごとの推移

３８．６

４２．１

４６．９ ４７．２

５４．７

５０．５

介護給付費の実績（Ｈ２３は見込み）

※１

※２

※１  医療保険とは別に納付します 
※２  医療保険と一括して納付します

６５歳以上の方の
 介護保険料（基準額）

約１５２億円約１２８億円

（第４期） （第５期）

（実績） （見込み）

第４期計画時の介護給付費見込み

第５期の介護給付費（見込み）

３８
４０

４２

問
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問

問

確定申告特設会場

税
の
申
告
は
お
早
め
に・

１
カ
所
か
ら
給
与
を
受
け
て
お
り
、
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計

が
２０
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
お
り
、

年
末
調
整
を
受
け
な
い
給
与
の
収
入
金
額

と
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

の
合
計
が
２０
万
円
を
超
え
る
方

・
医
療
費
控
除
や
寄
付
金
控
除
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
な
ど
の
各
種
控
除
を
受

け
ら
れ
る
方

・
そ
の
他
、
確
定
申
告
が
必
要
な
方

●
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
簡
単
作
成

　

国
税
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w

w
.n

ta.g
o.jp

）
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、
簡
単
に
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

ま
た
直
接
、
国
税
電
子
申
告
納
税
シ
ス

テ
ム
（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
）
も
利
用
で
き
ま
す
。

※
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
に
必
要
な
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
た
電
子
証
明
書
の
有

効
期
限
は
３
年
で
す
。
電
子
証
明
書
の
期

限
切
れ
に
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

●
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
無
料
税
務
相
談

が
で
き
ま
す
。

　
市
・
県
民
税
申
告

　

平
成
２４
年
度
の
市
・
県
民
税
は
、
平
成

２４
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
方
で
、
平
成
２３
年
中
の
所
得
を
基
準

に
算
出
し
ま
す
。

　
　

税
務
課
市
民
税
係
（
内
線
５
０
６
）

●
申
告
の
受
付
会
場

【
市
役
所
会
議
棟
で
の
申
告
受
け
付
け
】

　

期
間
中
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

地
域
ご
と
に
日
に
ち
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
左
表
を
参
考
に
し
て
、
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

□
と
き　

２
月
１６
日
㈭
―
３
月
１５
日
㈭
午

前
９
時
―
午
後
５
時
（
土
・
日
を
除
く
）

【
各
地
域
で
の
申
告
受
け
付
け
】

　

各
地
域
で
も
申
告
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
が
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
お
越
し

い
た
だ
け
る
方
は
、
市
役
所
会
議
棟
で
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
受
付
時
間　

午
前
９
時
―
午
後
５
時（
土
・

日
を
除
く
）

●
申
告
の
必
要
な
方

　

平
成
２４
年
１
月
１
日
に
市
内
に
住
所
が

あ
る
方
は
、
原
則
、
申
告
書
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次
の
方

は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
確
定
申
告
を
し
た
方

・
給
与
支
払
報
告
書
や
公
的
年
金
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
で
、
他
に
所

得
の
な
い
方

※
社
会
保
険
料
控
除
、生
命
保
険
料
控
除
、

配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
控

除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
申
告
が
必
要

で
す

□
注
意　

平
成
２３
年
中
に
所
得
の
な
か
っ

た
方
で
も
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
は
、
保
険
料
の
算
定
の
た
め
簡
易

申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
扶
養
認
定
の
た
め
、
所
得
証
明
書

な
ど
が
必
要
な
方
も
、
申
告
書
の
提
出
を

お
勧
め
し
ま
す
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

・
送
付
さ
れ
た
市
・
県
民
税
申
告
書
か
簡

易
申
告
書　

・
印
鑑　

・
平
成
２３
年
中
の
収
入
金
額
の
分
か
る
も

の
、
源
泉
徴
収
票
（
給
与
・
公
的
年
金
）、

報
酬
等
支
払
調
書
、
事
業
の
収
支
が
分
か

る
書
類

・
保
険
料
控
除
証
明
書
（
社
会
保
険
料
・

個
人
年
金
・
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料

な
ど
）

※
申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
に
係
る

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
、
支
払
証
明
書
の
添
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら

送
付
さ
れ
た
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

①
平
成
２３
年
の
所
得
金
額
が
３
０
０
万
円

以
下
の
事
業
所
得
者
、
不
動
産
所
得
者
、

雑
所
得
者　

②
①
の
方
で
、
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の

場
合
は
、
平
成
２３
年
分
の
基
準
期
間
の
課

税
売
上
高
が
３
千
万
円
以
下
の
方

③
給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者
（
高
額
所

得
者
や
相
談
内
容
が
複
雑
な
方
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
）

　

ま
た
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
に
つ
い

て
、
指
導
を
希
望
す
る
方
は
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

□
と
き　

２
月
２０
日
㈪
―
２４
日
㈮
午
前
９

時
半
―
正
午
、
午
後
１
時
―
４
時

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟

●
申
告
期
間
前
の
説
明
会
な
ど

【
公
的
年
金
受
給
者
の
申
告
受
け
付
け
】

　

確
定
申
告
期
間
前
に
、
公
的
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

収
支
内
訳
書
な
ど
の
作
成
が
必
要
な
方

は
、
税
務
署
な
ど
の
申
告
会
場
で
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

□
と
き　

２
月
７
日
㈫
、
８
日
㈬
午
前
９

時
半
―
正
午
、
午
後
１
時
―
４
時
半

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟

【
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
方
の
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
説
明
会
】

□
と
き　

２
月
１０
日
㈮
、
１３
日
㈪
午
前
９

時
―
１１
時
半
、
午
後
１
時
―
４
時

□
と
こ
ろ　

中
津
川
商
工
会
議
所
ホ
ー
ル

　
平
成
２３
年
分
の
確
定
申
告
は
２
月
１４
日
㈫
か
ら
、
ま
た
市
・
県
民
税
の
申

告
は
２
月
１６
日
㈭
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
期
間
の
終
盤
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
郵
送
も
含
め
て
、
申
告

は
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

□
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
　

▽
確
定
申
告
＝
〒
５
０
８
―
８
６
１
１
　
中
津
川
市
か
や
の
木
町
４
―
３
　

中
津
川
税
務
署
皐
０
５
７
３
―
６
６
―
１
２
０
２
　

▽
市
・
県
民
税
＝
〒
５
０
９
―
７
２
９
２
（
住
所
不
要
）
税
務
課
市
民
税
係

皐
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
５
０
６
）

　 
確
定
申
告

　

中
津
川
特
設
会
場
で
、
申
告
を
受
け
付

け
ま
す
。

※
こ
の
期
間
中
、
中
津
川
税
務
署
で
は
申

告
相
談
を
行
い
ま
せ
ん　

□
と
き　

２
月
１４
日
㈫
―
３
月
１５
日
㈭
午

前
９
時
―
午
後
５
時
（
土
・
日
を
除
く
）

□
と
こ
ろ　

中
津
川
商
工
会
議
所
ホ
ー
ル

　
　

中
津
川
税
務
署
志
０
５
７
３
―
６
６

―
１
２
０
２　

●
確
定
申
告
の
対
象

・
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
譲
渡
所
得

な
ど
の
合
計
金
額
が
、
各
種
所
得
控
除
金

額
の
合
計
額
よ
り
多
い
方

・
給
与
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
方

（土・日を除く）

３月
１５日

２月
１６日

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　

６５
歳
以
上
の
方
で
、
介
護
保
険
制
度

に
基
づ
き
要
介
護
１
―
５
や
要
支
援
２

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
障
害
者

手
帳
な
ど
を
取
得
し
て
い
な
く
て
も
、

所
得
税
法
や
地
方
税
法
上
の
「
障
害
者

控
除
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は
「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
必
要
で
す
。

希
望
す
る
方
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者

証
を
持
っ
て
、
高
齢
福
祉
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

恵
那
南
部
５
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
各
振
興
事
務
所
を
利
用
く
だ
さ
い
。

※
本
人
や
世
帯
員
以
外
の
方
が
申
請
す

る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す

　
　

高
齢
福
祉
課
志
２
６
―
２
１
１
１

（
内
線
１
２
３
）

と　　き 対象地区

２月１６日㈭～２１日㈫㈪ 大 井 町

南部５地域

２月２２日㈬～２７日㈪㈮ 長 島 町

２月２８日㈫～２９日㈬ 東 野

３月１日㈭㈬ 飯 地 町

３月２日㈮㈭ 中野方町

３月５日㈪ 笠 置 町

３月６日㈫㈪ 武 並 町

３月７日㈬㈫ 三 郷 町

３月８月㈭～１５日㈭ 市内全域

申　告　会　場 と　き 対象地区

中野方コミセン
２月１６日㈭ １区～５区

２月１７日㈮ ６区～１１区

飯地コミセン ２月２０日㈪ 飯地町全域

武並コミセン
２月２１日㈫ 藤

２月２２日㈬ 竹折

ＪＡ恵那北部支店
２月２３日㈭ 毛呂窪・本郷

２月２４日㈮ 姫栗・河合

三郷コミセン
２月２７日㈪ 野井

２月２８日㈫ 佐 良々木・椋実

岩村振興事務所 ２月１６日㈭～
２月２９日㈬

（土日を除く）

岩村町全域

串原振興事務所 串原全域

山岡振興事務所 ３月１日㈭～
３月１５日㈭

（土日を除く）

山岡町全域

上矢作振興事務所 上矢作町全域

明智振興事務所
２月１６日㈭～
３月１５日㈭

（土日を除く）
南部５地域

●市役所会議棟での申告受付●

●各地域での申告受付●

要
介
護
や
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
は
障
害
者
控
除
の
対
象

問



明智かえでホール２月の催し
とき 催し物 会場 時間 入場料 主催（連絡先）

２５日

ピアノ・エレクトーン無料開放 練習室  ９：００～１７：００ 無料 明智かえでホール

※月１回かえでホールのピアノ・エレクトーンを無料開放します。受け付けは当日、先着順で１人当たり１時間程度、

対象は小・中・高校生です

ホールの利用は早めに申し込みください。
【かえでホール２月の休館日】６日・１３日・１４日・２０日・２７日

明智かえでホール　志５４-３９９１
文化課　志４３-２１１２（内線３２１）

恵那文化センター２月の催し
とき 催し物 会場 時間 入場料 主催（連絡先）

１１日～
１２日

市諸流茶花道早春フェスタ
集会室（花道）
展示室（茶道）

 花道９：００～１７：００
（１２日は９：００～１６：００まで）
茶道１０：００～１５：００

（１２日は１０：００～１４：００まで）

無料
市文化振興会
志２６-３５２４

１６日～
２４日

「あふれる想
おも

い」
恵那西中学校 3 年美術展

ロビー
９：００～２２：００

（24日は１７：００まで）
無料

恵那西中学校
志２５-５２４５

１９日 市民三学運動生涯学習講演会 大ホール  １３：３０～ 無料
社会教育課
志４３-２１１２（内線３４０）

２６日 第２２回市伝統芸能大会 大ホール他
１０：００開演

（９：３０開場）
無料

市伝統芸能大会実行
委員会志２６-３５２４

平成２５年２月５日から３月３日に文化センターの大ホール、集会室、展示室の使用を希望される方は、２月１
日午前９時から抽選を行います。詳細は文化センターへ問い合わせください。
【文化センター２月の休館日】６日・１３日・１４日・２０日・２７日

恵那文化センター　志２５-５１２１
http://bcenter.city.ena.gifu.jp

こ
ど
も
植
物
画
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
作
品
が
決
定

　

わ
が
ま
ち
の
偉
人
、
三
好
学
の

生
誕
１
５
０
年
を
記
念
し
て
「
こ

ど
も
植
物
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開

催
。
市
内
の
園
児
や
小
中
学
生
を

対
象
に
、
昨
年
５
月
か
ら
３
部
門

で
植
物
画
を
募
集
。
１０
月
ま
で
の

６
カ
月
間
に
、
１
８
２
９
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１２
月
１２
日
に
審
査
を
行
い
、
各

部
門
１３
点
、
合
計
３９
点
の
入
賞
作

品
を
決
定
し
ま
し
た
。
入
賞
作
品

は
、
１
月
１５
日
㈰
の
「
三
好
学
博

士
生
誕
１
５
０
年
記
念
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
表
彰
し
ま
す
。

　

各
賞
（
奨
励
賞
を
除
く
）
の
入

賞
者
は
、
次
の
通
り
で
す
（
敬
称

略
）。

□
保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
の
部

▽
三
好
学
大
賞
＝
鷲
見
日ひ

菜な

乃の

（
中
野
方
保
育
園
年
長
）　

▽
市
長

賞
＝
舘
林
燈と

代よ

蔵ぞ
う

（
飯
地
保
育
園

年
少
）　

▽
実
行
委
員
会
長
賞
＝

鈴
村
莉り

央お

（
や
ま
び
こ
保
育
園
年

長
）

□
小
学
生
の
部　

▽
三
好
学
大
賞

＝
纐
纈
実み

紀の
り（

飯
地
小
学
校
６
年
）

▽
市
長
賞
＝
小
栗
ほ
の
花か

（
恵
那

北
小
学
校
５
年
）　

▽
実
行
委
員

会
長
賞
＝
小
栗
か
ほ
那な

（
恵
那
北

小
学
校
１
年
）

□
中
学
生
の
部　

▽
三
好
学
大
賞

＝
花
村
瑠る

美み

（
上
矢
作
中
学
校
１

年
）　

▽
市
長
賞
＝
勝
綾あ

や

香か

（
明

智
中
学
校
２
年
）　

▽
実
行
委
員

会
長
賞
＝
安
齊
遥は

る

香か

（
明
智
中
学

校
３
年
）

※
１
月
１８
日
㈬
か
ら
「
こ
ど
も
植

物
画
巡
回
展
」
で
、
入
賞
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
巡
回
展
の
期
間
と

会
場
は
、
本
紙
１２
月
１
日
号
３
㌻

で
確
認
く
だ
さ
い

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
２
）

岩
村
コ
ミ
セ
ン
が
優
良
公

民
館
表
彰
を
受
賞

　

岩
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

が
、第
６４
回
優
良
公
民
館
表
彰（
文

部
科
学
大
臣
表
彰
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
、
儒
学
者
佐
藤
一い

っ

斎さ
い

の
「
三
学

の
精
神
」
を
基
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

「
伝
統
あ
る
良
き
も
の
に
こ
だ

わ
る
」
を
基
本
に
、
地
元
の
職
人

や
得
意
な
分
野
を
持
つ
人
な
ど
、

地
域
の
方
に
講
師
を
依
頼
し
て
開

催
す
る
子
ど
も
講
座
「
知
新
館
」

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

社
会
教
育
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
４
０
）

２
団
体
が
県
の
地
域
子
ど

も
支
援
賞
に

　

武
並
神
社
道
笛
保
存
会
（
会
長

渡
辺
鉦
文
氏
・
武
並
町
）
と
ブ
ッ

ク
サ
ポ
ー
タ
ー
か
み
や
は
ぎ
（
代

表
梅
本
信
枝
氏
・
上
矢
作
町
）
が

平
成
２３
年
度
県
地
域
子
ど
も
支
援

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

武
並
神
社
道
笛
保
存
会
は
、
平

成
８
年
か
ら
武
並
小
学
校
６
年
生

の
総
合
学
習
で
、
武
並
町
藤
地
区

に
伝
わ
る
道
笛
の
製
作
と
、
演
奏

の
指
導
に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ッ
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
か
み
や
は

ぎ
は
「
読
書
を
通
じ
て
地
域
を
つ

な
ぐ
、
本
を
通
し
て
大
人
と
子
ど

も
が
触
れ
合
え
る
」
こ
と
を
目
指

し
て
、
平
成
１９
年
度
か
ら
行
っ
て

い
る
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
活
動
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

社
会
教
育
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
４
０
）

第
　
回
市
伝
統
芸
能
大
会

　

地
歌
舞
伎
や
文
楽
、
獅
子
舞
、

な
ど
、
市
内
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

伝
統
芸
能
が
一
堂
に
会
す
る
第
２２

回
市
伝
統
芸
能
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
大
会
は
「
平
成
２３
年
度

文
化
庁
文
化
遺
産
を
活い

か
し
た
観

光
振
興
・
地
域
活
性
化
事
業
」
の

補
助
を
受
け
て
行
い
ま
す
。

□
と
き　

２
月
２６
日
㈰
午
前
１０
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
出
演
団
体（
出
演
順
）　

大
井
文

楽
保
存
会
、三
郷
歌
舞
伎
保
存
会
、

中
野
方
め
れ
た
囃ば

や

子し

保
存
会
、
大

井
長
島
獅
子
舞
保
存
会
、
串
原
歌

舞
伎
保
存
会
、
山
岡
歌
舞
伎
保
存

会
、
毛
呂
窪
民
芸
保
存
会
、
大
井

栄
舞
保
存
会
、中
野
音
頭
保
存
会
、

お
目
見
得
だ
ん
ま
り
（
市
内
の
名

士
が
多
数
出
演
し
ま
す
）

　
　

伝
統
芸
能
大
会
実
行
委
員
会

（
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）志
２
６

―
３
５
２
４

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

◎催しの予定は変更になる場合があります。詳細は主催者へお尋ねください。

◎駐車場には限りがあります。来館の際は、車の乗り合わせや公共交通機関を利用ください。

電
話
セ
ー
ル
ス
に
気
を
付

け
て

　

家
で
食
事
を
し
て
い
る
と
き
に

電
話
が
鳴
り
、
そ
れ
が
セ
ー
ル
ス

の
電
話
だ
と
本
当
に
腹
立
た
し
く

感
じ
る
も
の
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
や
健
康

食
品
、
オ
ー
ル
電
化
、
海
産
物
な

ど
、
電
話
で
売
り
込
み
を
す
る
商

品
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
多
く

の
場
合
、
こ
う
し
た
電
話
勧
誘
で

は
、
業
者
側
は
一
方
的
に
し
ゃ
べ

り
続
け
、
電
話
を
切
る
機
会
を
与

え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
業
者
が
質
問

し
て
そ
れ
に
答
え
る
と
、
セ
ー
ル

ス
の
話
題
が
延
々
と
続
き
ま
す
。

　

電
話
で
訪
問
販
売
す
る
口
実
を

作
ろ
う
と
す
る
業
者
も
多
い
で

す
。
例
え
ば
「
以
前
、
当
社
で
布

団
を
買
っ
て
い
た
だ
い
た
お
客
様

に
電
話
し
て
い
ま
す
」
と
か
「
こ

の
地
域
に
商
品
案
内
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

届
い
て
い
ま
す
か
」
と
い
う
よ
う

な
手
口
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
は
、
過
去
の
取
引
も
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
た
事
実
も

な
い
の
に
、
こ
の
よ
う
な
話
し
方

で
関
心
を
引
き
、
訪
問
の
約
束
を

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
こ
う
し

た
業
者
が
訪
問
す
る
と
、
し
つ
こ

く
勧
誘
さ
れ
る
た
め
、根
負
け
し
、

契
約
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

　

悪
質
な
業
者
は
、
訪
問
や
営
業

の
口
実
を
つ
く
る
た
め
に
、
う
そ

を
つ
く
こ
と
も

多
い
で
す
。

聞
き
覚
え
の

な
い
会
社
や

商
品
の

勧
誘

電
話

に
は
「
不
要
で
す
」
と
、
は
っ
き

り
告
げ
て
早
く
電
話
を
切
り
ま

し
ょ
う
。

　

電
話
や
訪
問
に
よ
る
勧
誘
で
の

販
売
行
為
は
、
一
部
の
例
外
を
除

い
て
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
可
能
で

す
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
内
容
が

記
載
さ
れ
た
契
約
書
が
交
付
さ
れ

た
日
か
ら
８
日
以
内
な
ら
、
無
条

件
で
契
約
を
解
除
で
き
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
書
面
を
送

る
こ
と
で
成
立
し
ま
す
。
電
話
で

話
を
す
る
だ
け
で
は
危
険
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
書
面
の
書
き

方
が
分
か
ら
な
い
場
合
、
消
費
生

活
相
談
窓
口
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

２２

▲中学生の部で三好学大
賞を受賞した「コスモス」

問

問

問

▲可知義明市長と森川彰夫岩村公民館長
（中央）、稲垣香代子公民館主事（右）

▲可知義明市長と渡辺鉦文保存会
長（中央）、梅本信枝代表（右）

▲歌舞伎を披露する三郷歌舞伎保存会

問
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ス
ケ
ー
ト
場
の
冬
期
営
業

最
終
日
に
感
謝
イ
ベ
ン
ト

　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
の
冬
期
営
業

は
、２
月
１９
日
㈰
に
終
了
し
ま
す
。

　

最
終
日
に
は
感
謝
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
ス
ケ
ー
ト
滑
走
料
を
無

料
と
し
ま
す
。

※
貸
靴
代
５
０
０
円
は
必
要

□
と
き　

２
月
１９
日
㈰
午
前
８
時

半
―
午
後
８
時
半

□
無
料
ス
ケ
ー
ト
教
室　

▽
時
間

＝
①
午
前
９
時
半
②
午
後
１
時　

▽
定
員
＝
各
５０
人

　
　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
志
２
８
―

３
３
９
０

え
な
イ
ー
ス
ト
総
合
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

骨
盤
＆
全
身
調
整
ヨ
ガ
教
室

□
と
き　

２
月
１０
日
、
３
月
２３
日

（
金
曜
日
）午
前
１０
時
半
―
１１
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
対
象　

１６
歳
以
上

□
定
員　

各
１０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金　

▽
会
員
＝
３
５
０
円
／

回　

▽
非
会
員
＝
７
０
０
円
／
回

□
持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室

□
と
き　

２
月
１１
日
㈯
午
前
９
時

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略

健康体力センター講習会（２月）△

とき＝２日㈭・１７日㈮午後７時、９
日㈭・２３日㈭午前１０時（託児付）　

△

ところ＝まきがね公園体育館健康体力
センター　

△

料金＝５２０円　
△

持ち物
＝屋内用シューズ　

△

対象＝高校生以
上（要予約・時間厳守）

託児付きトレーニングDAY（２月）△

とき＝９日㈭・２３日㈭午前１０時～正
午（要予約）　

△
ところ＝まきがね公

園体育館健康体力センター

プチ講習（２月）△

とき＝３日㈮（ソフトエアロビック）、
１０日㈮（バランスボール）、１７日㈮（ス
トレッチポール）、２４日㈮（簡単筋トレ）
午前１０時～１０時半　

△

ところ＝まきが
ね公園体育館

△

料金＝２００円／回

社会体育施設の貸し出し（３・４月）△

とき＝２月２１日㈫（３月分）、３月
２１日㈬（４月分）、午後７時　

△

とこ
ろ＝まきがね公園体育館

　　　　まきがね公園体育館（市体育
連盟）志２５-６４７８（月曜日休館）

―
正
午（
午
前
８
時
半
受
け
付
け
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

□
対
象　

小
学
生
以
上

□
定
員　

３０
人
（
先
着
順
）

□
料
金　

▽
会
員
＝
中
学
生
以
下

８
０
０
円
、
高
校
生
以
上
１
３
０

０
円　

▽
非
会
員
＝
中
学
生
以
下

１
２
０
０
円
、
高
校
生
以
上
１
７

０
０
円

□
持
ち
物　

手
袋

□
締
め
切
り　

２
月
３
日
㈮

　
　
　
　

え
な
イ
ー
ス
ト
総
合
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
志
２
５
―
０
０
６

８

国
体
開
催
記
念

第
１１
回
恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

□
と
き　

４
月
１５
日
㈰
午
前
８

時
受
け
付
け
（
雨
天
決
行
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

●
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２１
・
０
９

７
５
㌔
【
公
認
コ
ー
ス
】

①
男
子
陸
連
登
記
登
録
者　

②

３０
歳
未
満
男
子　

③
３０
歳
以
上

男
子　

④
４０
歳
以
上
男
子　

⑤

５０
歳
以
上
男
子　

⑥
６０
歳
以
上

男
子　

⑦
女
子
陸
連
登
記
登
録

者　

⑧
３０
歳
未
満
女
子　

⑨
３０

歳
以
上
女
子　

⑩
４０
歳
以
上
女

子●
９
・
５
㌔
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

⑪
３０
歳
未
満
男
子　

⑫
３０
歳
以

上
男
子　

⑬
４０
歳
以
上
男
子　

⑭
５０
歳
以
上
男
子　

⑮
６０
歳
以

上
男
子　

⑯
３０
歳
未
満
女
子　

⑰
３０
歳
以
上
女
子　

⑱
４０
歳
以

上
女
子　

※
中
学
生
以
下
は
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
と
９
・
５
㌔
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん

●
３
㌔
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

⑲
一
般
男
子　

⑳
一
般
女
子　

㉑
中
学
生
男
子　

㉒
中
学
生
女

子　

㉓
小
学
生
男
子
（
３
年
生

以
上
）　

㉔
小
学
生
女
子
（
３

年
生
以
上
）

●
３
㌔
ジ
ョ
ギ
ン
グ　

㉕
親
子
ジ
ョ
ギ
ン
グ　

㉖
フ

リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ

□
料
金　

▽
大
人
＝
３
０
０
０

円　

▽
大
学
・
高
校
生
＝
２
０

０
０
円　

▽
中
学
生
以
下
＝

１
０
０
０
円　

▽
親
子
ジ
ョ
ギ

ン
グ
＝
２
０
０
０
円
／
組
▽
フ

リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
＝
１
０
０
０

円
／
人

□
申
し
込
み
方
法　

ま
き
が
ね

公
園
体
育
館
へ
申
し
込
む
か
、

ラ
ン
ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://ru
n
n
et.jp

/

）
か
ら
申
し

込
む

□
締
め
切
り　

３
月
９
日
㈮

　
　
　
　

恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
実
行
委
員
会
（
ま
き
が
ね

公
園
体
育
館
内
）
志
２
５
―
６

４
７
８
（
月
曜
日
休
館
）

□
と
き　

３
月
１８
日
㈰
午
前
８

時
半
受
け
付
け
（
雨
天
決
行
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
南
高
等
学
校

●
１０
マ
イ
ル
の
部
（
１６
㌔
）

①
高
校
・
一
般
男
子　

②
４０
歳

代
男
子　

③
５０
歳
以
上
男
子　

④
高
校
・
一
般
女
子　

⑤
４０
歳

以
上
女
子

●
６
マ
イ
ル
（
９
・
６
㌔
）

⑥
高
校
・
一
般
男
子　

⑦
４０
歳

代
男
子　

⑧
５０
―
６４
歳
男
子　

⑨
６５
歳
以
上
男
子　

⑩
高
校
・

一
般
女
子　

⑪
４０
―
６４
歳
女
子

⑫
６５
歳
以
上
女
子

●
２
マ
イ
ル
（
３
・
２
㌔
）

⑬
小
学
生
男
子　

⑭
中
学
生
男

子　

⑮
高
校
・
一
般
男
子　

⑯

４０
―
６４
歳
男
子　

⑰
６５
歳
以
上

男
子　

⑱
小
学
生
女
子　

⑲
中

学
生
女
子　

⑳
高
校
・
一
般
女

子　

㉑
４０
―
６４
歳
女
子　

㉒
６５

歳
以
上
女
子　

㉓
ジ
ョ
ギ
ン
グ

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
）

□
定
員　

２
０
０
０
人
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

□
料
金　

▽
大
人
＝
３
０
０
０

円　

▽
大
学
生
＝
１
５
０
０
円

▽
高
校
生
以
下
＝
１
０
０
０
円

▽
ジ
ョ
ギ
ン
グ
＝
２
５
０
０
円

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は

１
フ
ァ
ミ
リ
ー
当
た
り
）

□
マ
ッ
サ
ー
ジ　

専
門
家
に
よ

る
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

□
賞
品　

▽
仮
装
賞
＝
本
大
会

で
恒
例
と
な
っ
た
仮
装
賞
。
受

賞
者
に
は
、
す
て
き
な
景
品
が

あ
り
ま
す
。　

▽
完
走
賞
＝
マ

グ
カ
ッ
プ　

▽
参
加
賞
＝
オ
リ

ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
タ
オ
ル
他

□
申
し
込
み
方
法　

明
智
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
む

か
、
ラ
ン
ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（h

ttp
://ru

n
n
et.jp

/

）
か

ら
申
し
込
む

□
締
め
切
り　

２
月
２１
日
㈫

　
　
　
　

日
本
大
正
村
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
実
行
委
員
会
（
明

智
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

志
５
４
―
２
５
２
２
（
月
曜
日

休
館
）

第
２８
回
日
本
大
正
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

□
と
き　

①
２
月
１
日
―
３
月
２８

日
（
毎
週
水
曜
日
）
午
後
７
時
５０

分
―
８
時
４０
分
（
全
９
回
）
②
２

月
３
日
―
３
月
３０
日
（
毎
週
金
曜

日
） 

午
後
８
時
―
８
時
４０
分
（
全

９
回
）     

□
定
員　

２０
人

□
持
ち
物　

水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ッ
プ

□
講
師　

①
笹
木
美
穂
さ
ん
②
河

村
友
美
さ
ん　

□
料
金　

４
５
０
０
円

水
中
運
動
教
室（
水
曜
日
昼
）

□
と
き　

２
月
１
日
―
３
月
２８
日

（
毎
週
水
曜
日
）
①
午
後
１
時
半

―
２
時
②
午
後
２
時
２０
分
―
２
時

５０
分
（
全
９
回
）

□
定
員　

各
２５
人

□
持
ち
物　

水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ッ
プ

□
講
師　

施
設
職
員

□
料
金　

無
料

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

□
と
き　

２
月
３
日
―
３
月
３０
日

（
毎
週
金
曜
日
）
午
後
７
時
―
７

時
５０
分
（
全
９
回
）　
　

□
定
員　

２５
人

□
持
ち
物　

靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物

□
講
師　

笹
木
美
穂
さ
ん

□
料
金　

４
５
０
０
円

筋
ト
レ
を
暮
ら
し
の
中
に

□
と
き　

２
月
３
日
―
３
月
３０
日

（
毎
週
金
曜
日
）
午
後
１
時
半
―

２
時
（
全
９
回
）

□
定
員　

１５
人

□
持
ち
物　

靴
、
タ
オ
ル

□
講
師　

施
設
職
員

□
料
金　

無
料

体
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
教
室

□
と
き　

２
月
７
日
、
２１
日
、
２８

日
、
３
月
６
日
、
２７
日
（
火
曜
日
）

午
後
１
時
半
―
３
時
、２
月
１６
日
、

３
月
１５
日
、
２２
日
（
木
曜
日
）
午

前
１０
時
半
―
正
午
（
全
８
回
）

□
定
員　

２０
人

□
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

□
講
師　

鵜
飼
千
代
さ
ん

□
料
金　

４
０
０
０
円

ス
ッ
キ
リ
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

□
と
き　

２
月
８
日
、
２２
日
、
３

月
７
日
、
２１
日
（
水
曜
日
）
午
後

７
時
―
７
時
４０
分
（
全
４
回
）

□
定
員　

２０
人

□
持
ち
物　

靴
、
タ
オ
ル

□
講
師　

笹
木
美
穂
さ
ん

□
料
金　

２
０
０
０
円

水
中
運
動
教
室（
火
曜
日
昼
）

□
と
き　

２
月
７
日
、
１４
日
、
２８

日
、
３
月
６
日
、
１３
日
、
２７
日
（
火

曜
日
）、２
月
２３
日
、３
月
２２
日（
木

曜
日
）
午
後
１
時
半
―
２
時
（
全

８
回
）

□
定
員　

２０
人

□
持
ち
物　

水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ッ
プ

□
講
師　

施
設
職
員

□
料
金　

無
料

水
中
運
動
教
室（
夜
）

□
と
き　

２
月
９
日
、
２３
日
、
３

月
８
日
、
２２
日
（
木
曜
日
）
午
後

７
時
４０
分
―
８
時
１０
分（
全
４
回
）

□
定
員　

２０
人

□
持
ち
物　

水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ッ
プ

□
講
師　

施
設
職
員

□
料
金　

無
料

全
教
室
共
通

□
申
込
期
間　

１
月
２４
日
㈫
―
３１

日
㈫
（
電
話
で
の
申
し
込
み
可
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
申
し
込
み
後
の
開
催
通
知
は
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

□
施
設
利
用
料　

一
般
３
０
０
円

／
回
、
小
中
学
生
１
５
０
円
／
回

問申 ・

お
知
ら
せ

  

山
岡
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
℡
５
６
ー
４
０
６
６

▲スタートはスケート場

▲水中運動の基本動作はウオーキング

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

問

スピードスケート
競技会まで１３日

弓道競技会まで２６５日

申
・
問

申
・
問

申
・
問
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２ 月 分

種　　別 と　き 実施場所 受付時間 対　　　象

ＢＣＧ予防接種
 ７日㈫ 市保健センター

午後２時１５分～２時半 平成２３年１０月生まれ
６カ月未満でまだ接種していない乳児 ８日㈬ 岩村保健センター

三種混合予防接種

 ６日㈪
市保健センター 午後１時１５分～２時 平成２３年５月～７月生まれ

２９日㈬
１６日㈭ 山岡診療所

午後１時半～２時
１期初回＝平成２３年２月～７月生まれ
１期初回追加＝平成２２年２月～７月生まれ、
１期初回完了後、１２～１８カ月の幼児

１６日㈭ かみやはぎ総合保
健福祉センター

２０日㈪ 明智保健センター

種　　別 と　き 実施場所 受付時間 対　　　象

母子健康手帳の交付
毎週水曜日 市保健センター 午前９時、９時半、

１０時、１０時半
妊娠届出書か妊娠証明書を
持参

随時 南部地域各保健センター 事前に連絡ください

たまご学級第１課 １０日㈮ 市保健センター
午後１時 平成２４年７・８月出産予定

たまご学級第２課 ２３日㈭ 中コミセン

３カ月児健診
 ７日㈫ 市保健センター 午後０時４５分～１時

平成２３年１０月生まれ
 ８日㈬ 岩村保健センター 午後１時１５分～１時半

７カ月児教室
 ３日㈮ 明智保健センター

午前９時～９時１５分 平成２３年６月生まれ
１６日㈭ 市保健センター

１歳児教室 １４日㈫ 市保健センター 午前９時～９時１５分 平成２３年１月生まれ

１歳６カ月児健診
 １日㈬ 明智保健センター 午後１時～１時１５分

平成２２年７月生まれ
２１日㈫ 市保健センター 午後０時４５分～１時

２歳児教室
 ８日㈬ 市保健センター 午前８時５０分～９時１０分

平成２２年１月生まれ
２２日㈬ 岩村保健センター 午前９時～９時半

３歳児健診
 ６日㈪ 岩村保健センター 午後１時～１時１５分

平成２０年１２月・２１年１月生
まれ

２８日㈫ 市保健センター 午後０時４５分～１時 平成２１年１月生まれ

乳幼児なんでも相談

 ７日㈫ 山岡診療所

午前９時～１１時 乳幼児

１０日㈮ 明智保健センター

１０日㈮ かみやはぎ総合保健福祉
センター

２１日㈫ 市保健センター

２８日㈫ 岩村保健センター

歯みがき教室

１日㈬、  ２日㈭
９日㈭ 市保健センター 午前９時～１１時、

午後１時～３時

１歳６カ月・３歳児健診を
受けた幼児

２４日㈮ 明智保健センター

３日㈮、６日㈪ 市保健センター

午前９時～１１時 ９日㈭ かみやはぎ総合保健福祉
センター

１６日㈭ 岩村保健センター
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献血
 ２日㈭ 午前１０時半～午後４時　　　 場所：市保健センター 
 ７日㈫ 午前１０時～午後４時　　　　 場所：バロー恵那店
２３日㈭ 午前１０時～午後４時　　　　 場所：コープぎふ恵那店

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略

５日＝長谷川皮膚科（東野）志２６-１８３１　　１１日＝十全堂医院（中野方町）志２３-２２３０　１２日

＝上近藤診療所（中野方町）志２３-２２３１　　１９日＝三郷診療所（三郷町）志２８-１０７０ 　２６日＝

恵那メモリアルクリニック（長島町）志２５-７５００　

　　恵那消防署志２５-３７９９／聴覚障がい者用のファクシミリ思２５-２０７７

※南部５地域の当番医については、恵那消防署へお問い合わせください

休日在宅当番医

１１日＝佐々木歯科（岩

村町）志４３-３７１０　

１２日＝奥村歯科医院（長

島町）志２６-５５０１　

休日在宅歯科当番医

予防接種乳幼児健診・教室

大井町・長島町・東野・三郷町・武並町・笠置町・中野方町・飯地町にお住まいの方は市保健センターへ、
岩村町・山岡町・明智町・串原・上矢作町にお住まいの方は南部地域の保健センターなどへ参加してください

皮
脂
欠
乏
性
湿
疹
の
話

　

皮
脂
欠
乏
性
湿
疹
は
、
乾
燥
し

た
皮
膚
に
で
き
る
皮
膚
疾
患
で

す
。皮
脂
腺
が
未
発
達
の
小
児
や
、

高
齢
者
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

冬
の
乾
燥
し
た
季
節
に
な
る

と
、
皮
脂
欠
乏
性
湿
疹
に
悩
ま
さ

れ
る
方
が
、特
に
多
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
日
本
の
冬
は
大
気
が
乾

燥
し
て
い
る
上
に
、
暖
房
で
部
屋

の
中
が
い
っ
そ
う
乾
燥
傾
向
に
あ

る
た
め
で
す
。

　

症
状
は
、
肌
が
カ
サ
カ
サ
し
て

か
ゆ
み
が
出
ま
す
。
す
ね
や
肩
、

お
腹
や
背
中
か
ら
始
ま
り
、
全
身

へ
広
が
り
ま
す
。
最
初
は
冬
場
だ

け
で
す
が
、
次
第
に
一
年
中
、
か

ゆ
み
が
出
る
よ
う
に
な
る
の
で
、

早
め
の
対
策
が
大
切
で
す
。

　

か
ゆ
み
が
治
ま
ら
な
い
場
合

は
、
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し

ま
し
ょ
う
。
肌
が
炎
症
で
赤
く
な

る
前
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皮
膚
疾
患
は
、
な
か
な
か
治
ら

な
い
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
日
常
の
手
入
れ
を
し
っ
か

り
し
て
、
医
師
の
指
示
に
従
い
治

療
す
る
こ
と
で
改
善
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
、
日
常
、
注
意
す
る

こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

熱
い
湯
で
長
風
呂
は
し
な
い

　

熱
い
湯
に
長
く
漬
か
る
と
体
が

温
ま
り
す
ぎ
て
、
皮
脂
と
水
分
が

ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
ま
す
。
幼
児
な

ら
４０
度
弱
の
ぬ
る
め
の
湯
に
、
３

分
程
漬
か
れ
ば
十
分
体
は
温
ま
り

ま
す
。

ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
で
こ
す
ら
な
い
、

石
け
ん
を
使
い
す
ぎ
な
い

　

ゴ
シ
ゴ
シ
こ
す
っ
た
り
、
洗
い

す
ぎ
る
と
、
皮
膚
が
傷
つ
い
て
し

ま
い
症
状
が
悪
化
し
ま
す
。
石
け

ん
は
適
量
を
し
っ
か
り
泡
立
て
、

手
の
平
で
優
し
く
体
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

風
呂
あ
が
り
に
は
、
ク
リ
ー
ム
な

ど
で
保
湿
す
る

　

保
湿
剤
を
塗
る
の
は
、
入
浴
後

の
肌
が
完
全
に
乾
い
て
い
な
い
、

し
っ
と
り
し
て
い
る
と
き
が
最
適

で
す
。
バ
ス
タ
オ
ル
で
押
さ
え
る

よ
う
に
軽
く
水
分
を
拭
き
取
り
、

速
や
か
に
保
湿
し
ま
し
ょ
う
。

室
内
を
乾
燥
さ
せ
な
い

　

加
湿
器
の
使
用
や
ぬ
れ
た
タ
オ

ル
を
掛
け
て
お
く
な
ど
し
て
、
室

内
の
湿
度
を
保
つ
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

インフルエンザはまず予防から
　これから、インフルエンザの本格的な流行時期を

迎えます。一人一人が予防に努めましょう。

外出後の手洗い、うがい

　手洗いは、手指などに付着したインフルエンザウ

イルスを取り除くのに有効な方法で、

うがいは、口の中を洗浄しま

す。両者とも感染症予防の基

本。外出後の手洗いとうがいは、

一般的な感染症の予防にもつなが

ります。

適度な湿度の保持

　空気が乾燥すると、のどの粘膜の機能が低下し、

インフルエンザにかかりやすくなります。室内では、

加湿器などで、湿度を５０～６０㌫に保ちましょう。

十分な休養とバランスのとれた栄養摂取

　体の抵抗力を高めるために、十分な休養とバラン

スのとれた栄養摂取を日ごろから心掛けましょう。

人混みへの外出を控え、外出する際はマスクを着用

　インフルエンザが流行してきたら、特に高齢者や

慢性疾患の方、疲労気味の方、睡眠不足の方は、人

混みや繁華街への外出を控えましょう。やむを得ず

外出する場合は、不
※ ふ

織
しょく

布
ふ

製マスクを着用しましょう。

※不織布製マスク＝不織布とは織っていない布とい

う意味で、繊維や糸などを織ったりせず、熱や化学

的な作用で接着した布から作ったマスク

　　健康推進課志２６－２１１１（内線２２３）

問

　　市保健センター志２６-２１１１（内線２２１）、岩村保健センター志４３-３８８５、山岡振興事務所志５６-２１１１、明智保

健センター志５４-３１４３、かみやはぎ総合保健福祉センター志４８-３１８５

問

問



まちづくり市民活動推進助成事業に応募しませんか

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

消
防
庁
長
官
表
彰

□
退
職
消
防
団
員
第
二
号
報
償
＝

鈴
村
仁
志
（
大
井
）、小
木
曽
泰
樹
、

玉
置
和
也
（
三
郷
）、鈴
村
公
徳
（
中

野
方
）、
纐
纈
和
範
（
飯
地
）、
桜

井
新
吾
、
山
辺
孝
夫
、
稲
垣
嘉
真
、

杉
本
剛
年
、
筧
善
一
、
渡
会
充
晃
、

市
岡
直
実
（
岩
村
）、小
木
曽
智
博
、

西
尾
央
、
荻
山
真
澄
、
佐
々
木
知

也
、湖
城
裕
二
（
山
岡
）、安
藤
卓
也
、

後
藤
光
孝
、
安
藤
隆
光
、
田
中
輝

治
、
堀
浩
明
、
志
水
哲
、
片
桐
昌
伸
、

鈴
木
直
哉
、
松
原
忠
、
安
藤
武
彦
、

大
島
一
男
（
明
智
）、柴
田
逸
郎
（
串

原
）、
西
尾
道
正
、
川
路
直
人
、
中

根
昌
喜
、
近
藤
貢
一
、
荻
山
章
光
、

伊
藤
大
介
（
上
矢
作
）

岐
阜
県
知
事
表
彰

□
退
職
消
防
団
員
報
償
＝
柘
植
智

雅
（
大
井
）、
安
田
昭
吾
、
井
戸
昭

志
、
町
野
浩
也
、
澤
田
明
伸
（
長
島
）、

鈴
木
豊
、
和
田
義
樹
（
東
野
）、
藤

井
貴
浩
（
三
郷
）、
安
江
精
一
（
笠

置
）、
舘
林
輝
義
、
柘
植
一
宏
（
飯

地
）、
竹
口
一
広
、
伊
藤
一
寿
（
岩

村
）、
板
垣
博
之
（
山
岡
）、
安
斎
宏

文
、松
井
剛
（
明
智
）、川
上
栄
一
（
上

矢
作
）

□
永
年
勤
続
功
労
章
＝
丸
山
頼

彦
、
永
谷
尚
己
（
長
島
）、
安
藤

康
博
、
松
井
直
英
（
串
原
）、
小

林
尚
明
（
上
矢
作
）

□
勤
続
功
労
章
＝
橋
本
孝
純
（
大

井
）、
和
田
友
和
（
中
野
方
）、
長

谷
部
昭
人（
飯
地
）、中
根
崇
喜（
岩

村
）、
工
藤
賢
二
（
明
智
）、
川
上

泰
尚
、
西
久
保
秀
樹
、
安
藤
和
也
、

樋
田
誠（
上
矢
作
）、鵜
飼
孝
志（
音

楽
）

□
功
労
章
＝
橋
本
孝
純
（
大
井
）、

西
尾
元
男
（
長
島
）、
三
輪
武
文

（
岩
村
）、
勝
義
治
、
西
尾
和
孝
、

安
部
尚
紀
（
山
岡
）、
足
立
武
士
、

松
原
篤
史
（
明
智
）、
中
垣
幸
司
、

成
瀬
和
史
（
串
原
）、
川
上
泰
尚
、

西
久
保
秀
樹
、
樋
田
誠
、
原
高
広
、

安
藤
宏
通（
上
矢
作
）、鵜
飼
孝
志
、

伊
藤
広
明
（
音
楽
）

□
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞
＝
中
田

和
昌
・
有
紀
子
、
可
知
伸
康
・
美

香
（
大
井
）、
井
手
成
之
・
美
智

子
、加
藤
浩
幸
・
さ
な
美
（
長
島
）、

水
谷
朝
也
・
千
景
（
武
並
）、
和

田
友
和
・
真
美
、
鷲
見
輝
樹
・
亜

紀
、
柘
植
康
就
・
美
智
留
（
中
野

方
）、纐
纈
高
裕
・
か
お
り（
飯
地
）、

三
輪
武
文
・
由
貴
美
、
大
原
公
夫
・

裕
子
、鈴
木
正
和
・
浩
予
、安
藤
健
・

謹
子
、伊
藤
原
宏
・
友
希
（
岩
村
）、

片
桐
啓
・
麻
由
美
、
川
上
明
徳
・

み
ど
り
（
上
矢
作
）

□
感
謝
状
＝
ア
イ
カ
電
子
㈱
、
岩

村
三
協
㈱
、
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
東
和

産
業
㈱

東
濃
振
興
局
長
表
彰

□
東
濃
振
興
局
長
表
彰
＝
砂
場
嘉

仁
（
大
井
）、
井
手
成
之
、
安
田
光

宏
（
長
島
）、
足
立
元
紀
、
市
川
晴

久
（
東
野
）、
丸
山
芳
久
、
石
田
英

正
、
遠
山
智
久
（
三
郷
）、
土
屋
好

男
、山
田
英
正
、丹
羽
善
博
（
武
並
）、

山
本
忠
秋
、
鈴
村
哲
也
（
笠
置
）、

鷲
見
智
広
（
中
野
方
）、
柘
植
光
洋

（
飯
地
）、
伊
藤
敦
司
、
小
川
道
義
、

吉
村
政
則
（
岩
村
）、杉
山
昭
夫
（
山

岡
）、
園
原
正
明
、
松
下
雅
昭
、
佐
々

木
圭
一
（
明
智
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

□
精
績
章
＝
成
瀬
正
宏
（
串
原
）、

水
野
富
夫
（
長
島
）

岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

□
表
彰
鳶
＝
恵
那
市
消
防
団

□
功
績
章
＝
林
勇
、奥
村
彰
英（
大

井
）、大
宮
貴
之
（
長
島
）、度
会
清
、

石
川
成
年
、
渡
邉
和
也
、
度
會
清

純
、
藤
井
嘉
人
、
足
立
直
樹
、
渡

邉
貴
夫
、
佐
田
好
宏
、
丸
山
浩
司

（
三
郷
）、
山
本
尚
弘
、
市
川
義
仁
、

安
田
真
司
、
遠
山
健
造
、
渡
辺
智

仁
（
武
並
）、
酒
井
直
貴
、
林
公

明
（
笠
置
）、
鷲
見
輝
樹
、
鈴
村

春
徳
、
伊
藤
政
志
、
鈴
村
佳
正
、

柘
植
茂
夫
、各
務
弘
恭
（
中
野
方
）、

安
藤
昌
彦
、
鈴
木
康
幸
、
小
木
曽

了
介
（
岩
村
）、
倉
坪
勝
幸
、
織

田
公
利
、
鈴
木
浩
司
、
西
尾
孝
文
、

大
島
敬
隆
、
西
尾
孝
臣
、
水
野
廣

善
、
鈴
木
貴
博
、
勝
昌
晃
、
春
日

井
智
久
、
加
藤
佳
孝
、
市
川
正

興
、
伊
藤
雅
朗
、
伊
藤
誠
（
山
岡
）、

梅
田
幸
志
、
纐
纈
千
尋
、
酒
井
基

之
、
成
瀬
邦
彦
、
伊
藤
修
、
安
藤

智
範
、
阿
部
克
則
、
鈴
木
則
彦
、

山
田
昭
文
、
伊
藤
直
人
、
安
藤
元

樹
、
成
瀬
貴
人
（
明
智
）、
今
井

孝
幸
、
小
木
曽
直
樹
、
夏
目
正
和

（
上
矢
作
）

□
二
十
年
勤
労
章
＝
稲
垣
利
彦

（
本
部
）、
西
尾
明
弥
、
丸
山
路
史
、

渡
辺
智
幸
、
三
宅
隆
之
（
岩
村
）、

勝
義
治
、
西
尾
和
孝
、
安
部
尚
紀

（
山
岡
）、
足
立
武
士
、
松
原
篤
史

（
明
智
）、
中
垣
幸
司
（
串
原
）、

樋
田
誠
（
上
矢
作
）

□
十
五
年
勤
労
章
＝
小
木
曽
弘

明
、
矢
野
克
也
（
本
部
）、
砂
場
嘉

仁
、
原
久
晃
（
大
井
）、
安
田
光
宏

（
長
島
）、
市
川
隆
弘
（
東
野
）、
土

屋
敏
昭
（
三
郷
）、
伊
藤
三
喜
、
山

本
和
博
、
山
田
英
正
（
武
並
）、
山

本
忠
秋
、
鈴
村
哲
也
、
古
山
孝
行
、

鈴
村
貴
昭
（
笠
置
）、纐
纈
信
吾
（
飯

地
）、
加
藤
充
哲
、
安
江
亨
浩
、
佐
々

木
啓
二
、
宮
川
慎
二
、
田
代
寛
文
、

成
瀬
幸
、
高
木
浩
司
（
岩
村
）、
桜

井
友
紀
、
工
藤
素
継
、
後
藤
貴
之
、

後
藤
毅
、
丸
山
福
美
、
佐
々
木
雅

浩
（
山
岡
）、
松
下
雅
昭
、
佐
々
木

圭
一
、
遠
山
雄
一
郎
、
山
村
智
、

鈴
木
泰
平
（
明
智
）、三
宅
雄
大
（
串

原
）、
荻
山
准
二
、
荒
田
聡
、
小
倉

英
敏
、
荻
山
勝
（
上
矢
作
）

　市では、市民のまちづくり活

動を支援するため、市が経費の

全額または一部を助成します。

　活動計画の立て方や書類の記

入の仕方など、まちづくり市民

協会で、事前に相談できます。

皆さん、ぜひ応募してください。

□助成内容　 ▽ ファーストス

テップ部門＝新たな活動に挑戦

する事業に１年間だけ、まちづ

くり活動費助成対象額の全額

（上限５万円）を助成　 ▽ まち

づくり活動部門＝まちづくり活

動費助成対象額の３分の２（上

限５０万円）を助成　 ▽ 市民提

案型協働部門＝市と一緒に行う

ことで、より効果が見込まれる

事業。事業費の全額を助成（上

限３０万円）

□応募期間　１月２０日㈮～３月

３１日㈯
□対象　 ▽市内活動団体である

こと（代表者が市内に在住か在

勤、在学している者で構成員全

員に活動の意思がある団体）　

▽まちづくり活動に情熱がある

こと　 ▽ 事業計画が具体的であ

ること　 ▽ ５人以上の団体であ

ること　 ▽ 未成年者のみの団体

は、成人の責任者が必要　 ▽ ま

ちづくり活動部門は、３分の１

の自己資金を確保できること

□注意事項　同一事業の応募は

３年まで。応募は全部門を通じ

て１団体で１件のみになりま

す。審査員など審査に関わる方

が所属する団体は、応募の対象

外です。

　企画内容が政治や宗教、営利

を目的とする活動は対象外とし

ます。また反社会的団体や、こ

れらの構成員などの統制の下に

ある団体も応募できません。

　市や他の団体から補助金など

を重複して受けることはできま

せん。

【事前相談を開催】

　申請内容の相談や、応募用紙

の記入などを手伝います。まず

は事前相談にお越しください。

▽ ファーストステップ部門・ま

ちづくり活動部門＝３月１０日㈯

までの期間　 ▽ 市民提案型協働

事業部門＝通年

□ところ　まちづくり市民協会

（中コミセン内）

【活動報告会を開催】

　本年度の「恵那市まちづくり

市民活動推進助成事業」の活動

報告会を、下記のとおり開催し

ます。今後、助成を受けたい方、

まちづくりに興味をお持ちの方

など、どなたでも参加できます。

直接、会場にお越しください。

□とき　３月１８日㈰午後 1 時

□ところ　市役所会議棟

【共通】

　　　　まちづくり市民協会志

２０-０６５７、まちづくり推進課

（内線６３７）

▲助成を受け科学鉄道９９９を開催

　市民が行う創意と工夫にあふれ

た自主的、主体的なまちづくりを

支援するため、地域の元気発信事

業を募集します。この助成制度は、

民間都市開発推進機構の拠出金を

活用し、まちづくり活動の施設整

備に助成するものです。

□対象　次の条件を満たす団体

①市内を拠点に活動している団体

で、構成員５人以上、継続的な活

動が期待できる団体　②宗教や政

治に関する活動、公序良俗に反す

る活動を行わない団体

□対象の事業　

①地域の活性化、交流促進拠点な

どの整備　②コミュニティー活

動・ＮＰＯ活動の拠点などの整備

③歴史・文化の伝承・自然・景観

の保全事業

□対象の経費　拠点施設の新設や

改修、保全にかかるハード事業で

主に工事費や整備に係る委託費、

原材料購入費、輸送運搬費、施設

整備に係る使用料・手数料

※土地などの不動産や地上権など

の取得経費は、対象経費から除く。

対象施設などは、申請者が所有す

るものか所有者と貸借契約を締結

し、改修することについての同意

を有するもの。

□助成金の額など　 ▽ 助成率＝助

成対象経費の５分の４以内　 ▽ 助

成額＝１００万円～１,０００万円

□助成の条件　 ▽ 施設整備後は、

目的を変えずに５年以上使用する

こと　 ▽対象施設では、宗教活動

や政治活動を行わないこと　 ▽国

や県など他から同時に補助を受け

ていないこと

□募集と選定方法　まちづくり推

進課に備え付けの申請用紙で応募

する。選定（交付額）は、審査委

員会による書類審査と公開審査で

決定します。申請方法などは、事

前に相談できます。

□締め切り　３月２０日㈫
　　　　まちづくり推進課（内線

６３５）

まちづくりの施設整備に助成 １
月
９
日
の
消
防
出
初
式
で

　

消
防
功
労
者
を
表
彰

　

１
月
９
日
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
平
成
２４
年
市
消
防
出
初
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
地
域
防
災
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
た
消
防

功
労
者
と
し
て
、
３
７
８
人
１６
家
族
１６
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
被
表
彰
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。（
地
域
別
・
敬
称
略
）

　
　

消
防
本
部
消
防
課
志
２
６
―
０
１
１
９
（
内
線
２
５
３
）

申・問

申・問

問

▲部門ごとに表彰を行う

・ ・
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　回覧板を作成しまし

た。必要な自治会の方

は、企画課までお越し

ください。

　本紙の配布と一緒に

回覧物がある場合に、

利用ください。

　   企画課（内線３１９）

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

□
定
員　

１
人

□
採
用
日　

３
月
１
日
㈭

□
対
象　

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
図
る

た
め
６２
歳
未
満
で
自
家
用
車
か
自

家
用
二
輪
車
で
業
務
を
行
え
る
方

（
年
齢
は
、
４
月
１
日
時
点
。
研

修
期
間
が
あ
り
ま
す
）

□
勤
務
条
件　

▽
内
容
＝
月
に
２２

日
前
後
の
出
勤
で
、
水
道
の
メ
ー

タ
ー
の
取
り
外
し
な
ど
水
道
に
係

る
管
理
業
務
、
市
内
の
水
道
メ
ー

タ
ー
の
検
針
、
水
道
料
金
の
集
金

な
ど　

▽
委
託
料
＝
月
額
１５
―

１８
万
円
（
経
費
含
む
）　

□
申
し
込
み
方
法　

履
歴
書
を
上

下
水
道
課
に
提
出
し
、
申
し
込
む

□
締
め
切
り　

２
月
６
日
㈪㈪

　
　
　
　

上
下
水
道
課
（
内
線
１

６
４
）

□
墓
地
の
概
要　

▽
位
置
＝
岩
村

町
５
３
６
―
４　

▽
区
画
＝
１

区
画
（
墓
地
番
号
９４
）　

▽
面
積

＝
５
平
方
㍍
（
２
・
５
㍍
×
２
㍍
）

▽
永
代
使
用
料
＝
１５
万
円　

▽
管

理
組
合
費
＝
１
０
０
０
円
／
年

□
対
象　

市
内
在
住
者
（
市
税
や

上
水
道
料
金
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と
）

□
申
し
込
み
方
法　

環
境
課
と
岩

村
振
興
事
務
所
振
興
課
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
住
民
票
の
写

し
（
本
籍
地
記
載
の
も
の
）
を
添

付
し
て
申
し
込
む

□
締
め
切
り　

２
月
１７
日
㈮

□
抽
選
日　

▽
と
き
＝
２
月
２１
日

㈫
午
後
２
時　

▽
と
こ
ろ
＝
岩

村
振
興
事
務
所
大
会
議
室

※
使
用
許
可
は
、
１
世
帯
に
つ
き

１
区
画
。
既
に
他
の
市
営
墓
地
の

使
用
を
許
可
さ
れ
て
い
る
場
合

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
使
用
許
可

決
定
後
、
納
付
さ
れ
た
永
代
使
用

料
は
返
還
し
ま
せ
ん
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す

　
　
　
　

環
境
課
（
内
線
１
８
４
）、

岩
村
振
興
事
務
所
振
興
課
志
４
３

―
２
１
１
１

　

生
活
の
困
窮
や
事
業
不
振
の
た

め
に
ど
う
し
て
も
市
税
や
国
民
健

康
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
付

で
き
な
い
場
合
は
、
事
情
に
応
じ

た
納
付
方
法
を
相
談
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
開
庁
時
間
に
都
合
の

つ
か
な
い
方
な
ど
、
気
軽
に
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１
月
２７
日
㈮
午
後
６
時

―
９
時
（
上
記
の
日
時
で
都
合
が

つ
か
な
い
方
は
、
税
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
平
日
の
相
談
時

間
は
、
午
前
８
時
半
―
午
後
５
時

１５
分
で
す
）

□
と
こ
ろ　

税
務
課
（
第
二
庁
舎

１
階
）

□
そ
の
他　

当
日
は
市
税
や
国
民

健
康
保
険
料
の
納
付
も
受
け
付
け

ま
す
。
来
庁
の
際
は
納
税
通
知
書

や
督
促
状
、
催
告
書
な
ど
と
認
印

を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
市
税
や
国
民
健
康
保
険
料
を
納

期
限
ま
で
に
納
付
せ
ず
、
納
税
相

談
な
ど
も
な
い
場
合
は
、
地
方
税

法
及
び
国
税
徴
収
法
な
ど
に
よ
り

「
財
産
の
差
し
押
さ
え
」
な
ど
の

滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

　
　

税
務
課
収
納
対
策
室
（
内
線

５
０
７
）、
保
険
年
金
課
（
内
線

１
４
５
）　

　

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
は
、

企
業
や
事
業
所
を
対
象
に
、

全
産
業
分
野
の

活
動
を
同
一
時

点
で
把
握
す
る

調
査
で
す
。

　

調
査
票
は
、
１
月
末
日
ま
で
に

調
査
員
が
届
け
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

企
画
課
（
内
線
３
３
２
）

　

市
で
は
、「
三
学
の
精
神
」
を

理
念
と
し
て
、
市
民
三
学
運
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

杉
尾
氏
に
よ
る
人
権
や
東
日
本

大
震
災
で
起
き
た
出
来
事
、
絆
に

つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

□
と
き　

２
月
１９
日
㈰
午
後
１
時

半□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
内
容　

▽
演
題
＝
「
報
道
と
人

権
東
日
本
大
震
災
を
ふ
ま
え
て
」

▽
講
師
＝
杉
尾
秀
哉
氏
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ

テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー
）

□
料
金　

無
料

　
　

社
会
教
育
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
４
０
）  

　

施
設
管
理
公
社
の
嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

□
職
種
・
定
員　

①
簡
易
水
道
管

理
業
務
１
人
②
資
源
ご
み
収
集
業

務
１
人
③
宿
日
直
業
務
１
人

□
給
与　

公
社
規
程
に
よ
る

□
応
募
資
格　

６５
歳
未
満
の
方
で

①
②
は
、
普
通
自
動
車
免
許
（
Ｍ

Ｔ
）
が
あ
る
方
（
年
齢
は
、
採
用

予
定
日
時
点
）　

□
採
用
予
定
日　

①
③
３
月
２６
日

㈪　

②
２
月
２７
日
㈪

□
受
付
期
間　

１
月
１６
日
㈪
―
１

月
３１
日
㈫
（
必
着
）

□
申
し
込
み
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
）
を
持
参
し
、
施
設
管
理
公

社
へ
申
し
込
む

　
　
　
　

施
設
管
理
公
社
志
２
５

―
８
２
１
３

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査

に
協
力
を

生
涯
学
習
講
演
会
を
開
催

簡
易
水
道
管
理
業
務
な
ど

の
嘱
託
職
員

問

問 問

と　き
ところ
　

８日㈬・２２日㈬午後６時～９時（受け付けは８時まで）
１６日㈭午後６時～９時
中コミセン２階相談室
まちづくり推進課志２６-２１１１（内線６３７）

２月の相談

と　き
ところ
　

１１日㈯午後１時～３時
中コミセン相談室
総務課志２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
　

２８日㈫午後１時～３時
岩村コミセン第一研修室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２１６）

と　き
ところ
　

２８日㈫午後１時～３時
山岡コミセン会議室
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１１１）

と　き
ところ
　

８日㈬午後２時～４時
明智コミセン２階会議室
明智振興事務所振興課志５４-２１１１（内線１１４）

と　き
ところ

８日㈬午後１時～３時
串原コミセン和室
串原振興事務所振興課志５２-２１１１（内線２３）

と　き
ところ
　

９日㈭午後１時～３時
上矢作振興事務所
上矢作振興事務所振興課志４７-２１１１（内線４３）

●法律相談（要予約）●人権相談

●行政相談

●結婚相談（要予約）

●家庭・地域・職場なんでも相談

と　き
ところ
　

３日㈮・１７日㈮午後１時～４時
中コミセン相談室
総務課志２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
　　

 １０日㈮午後１時～４時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２１６）

と　き
ところ
　

２４日㈮午後１時～４時
山岡振興事務所相談室
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１１１）

と　き
ところ
　

１４日㈫午前１０時～午後３時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２１７）

と　き
ところ
　

１８日㈯午後２時～４時
岩村コミセン２階第一研修室
ふるさと活力推進室志２６-２１１１（内線３８１）と　き

ところ
　

３日㈮午前９時～１１時
中コミセン相談室
総務課志２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
　

１５日㈬午後１時～３時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課志４３-２１１１（内線２１６）

と　き
ところ
　

２３日㈭午後１時～３時
山岡コミセン会議室
山岡振興事務所振興課志５６-２１１１（内線１１１）

と　き
ところ
　

８日㈬午後２時～４時
明智コミセン会議室
明智振興事務所振興課志５４-２１１１（内線１１４）

と　き
ところ
　

９日㈭午後１時～３時
上矢作振興事務所
上矢作振興事務所振興課志４７-２１１１（内線４３）

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問
●ねんきん相談（要予約）

問

問

問

問

問

問

問

丸
山
共
同
墓
地
の
利
用
者

　

恵
那
み
そ
を
昔
な
が
ら
の
伝
統

の
方
法
で
製
造
、
販
売
し
て
い
る

「
む
つ
み
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

の
メ
ン
バ
ー
が
指
導
。
２
月
に
仕

込
み
、
１２
月
に
蔵
出
し
を
行
い
、

み
そ
を
５
㌔
ず
つ
渡
し
ま
す
。

□
と
き　

２
月
１
日
㈬
午
後
１
時

半□
と
こ
ろ　

む
つ
み
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
（
武
並
町
竹
折
）

□
定
員　

２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金　

５
０
０
０
円
（
み
そ
５

㌔
の
代
金
含
む
）

□
締
め
切
り　

１
月
２７
日
㈮

　
　
　
　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
総

合
管
理
セ
ン
タ
ー
志
２
５
―
８
０

０
８
（
火
曜
日
―
金
曜
日
）

●消費者生活相談

と　き
ところ
　

毎週㈪㈫㈭㈮午前９時～午後４時
市役所商工観光課
商工観光課内消費者生活相談窓口志２６-２１３１問

●こころの健康相談（要予約）

と　き
ところ
　

毎週月～金曜日午前１０時～午後３時
市役所社会福祉課内こころの相談窓口
社会福祉課志２６-２１１１（内線２６２）問

●福祉総合相談

と　き
ところ
　

毎週月～金曜日午前８時半～午後５時１５分
市役所１階地域包括支援センター内
地域包括支援センター志２６-２１１１（内線１２７）問

伝
統
の
方
法
で
作
る
恵
那

み
そ
寒
仕
込
み
講
座

水
道
管
理
を
行
う
検
針
員

案
内

市
税
・
国
民
健
康
保
険
料

の
夜
間
納
付
相
談

　平成２４年度の固定資産税につ

いて、災害など特別な事情がある

場合は、固定資産税を減免するこ

とができます。

□対象
○災害などにより、著しく価値を

減じる損害を受けた固定資産（被

害の程度によります）

○生活保護を受けている方が所有

する固定資産

○公民館や集会所など公益のため

に直接使う固定資産（有料で使用

するものを除く）

○自己の居住用の固定資産を所有

した障がい者世帯や未成年者世

帯、寡婦世帯、寡夫世帯、６５歳

以上の方で構成している世帯で、

１月１日現在、次の４つの条件に

全て当てはまる方

（条件）
①減免を受けようとする本人名義

の土地や家屋であること

②世帯全員の前年所得がそれぞれ

３８万円（基礎控除額）以下であ

ること

③減免を受けようとする本人が税

法上の扶養になっていないこと

④所有している家屋の所在地に住

民登録があり、実際に居住してい

ることなど

□受付期間　納期限の７日前まで

□減免対象額　申請日以降の納期

に係る納付金額

□申し込み方法　減免申請書と添

付書類を税務課に提出する

※詳細は、問い合わせください　

　　　　税務課資産税係（内線５

１３）

固定資産税を減免する制度があります

募
集

募
集

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申・問

申
・
問

問

回覧板を配布・ ・

21 202012.1.15 広報えな



申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

み
ん
な
の
掲
示
板

　

昔
か
ら
の
風
習
や
伝
統
を
残

そ
う
と
始
め
た
行
事
も
１０
年
を

超
え
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に

地
域
に
根
付
い
た
行
事
に
し
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
祝
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

大
正
百
年
を
迎
え
た
明
智
町

で
は
、
町
内
の
発
展
会
の
皆
さ

ん
な
ど
の
協
力
で
、
餅
花
を
よ

り
に
ぎ
や
か
に
飾
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
白
、
赤
、
黄
、
緑
、

ピ
ン
ク
の
餅
を
用
意
し
ま
す
。

白
に
は
「
平
和
と
健
康
」、
赤

に
は
「
元
気
」、
黄
に
は
「
お

金
に
不
自
由
な
く
」、
緑
に
は

「
大
地
」、
ピ
ン
ク
に
は
「
優
し

さ
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ

と
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

１
月
２２
日
㈰
午
後
１

時□
と
こ
ろ　

明
智
コ
ミ
セ
ン

□
参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料

費
含
む
）

□
そ
の
他　

当
日
作
成
し
た
餅

花
は
、
５
０
０
円
で
販
売
も
し

ま
す
。

　
　

     

モ
ガ
・
サ
ロ
ン
（
代

表
伊
藤
）
志
５
４
―
２
４
５
０

　　

４
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
中

山
道
大
井
宿
を
あ
な
た
の
「
の

れ
ん
」
で
飾
り
ま
せ
ん
か
。

□
テ
ー
マ　

「
と
き
―
時
代
」　

あ
な
た
の
感
じ
る
と
き（
時
代
）

を
表
し
て
く
だ
さ
い

□
受
付
期
間　

３
月
１
日
㈭
―

３１
日
㈯

□
申
し
込
み
方
法　

の
れ
ん
を

大
井
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事

務
局
（
中
コ
ミ
セ
ン
）
ま
で
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

□
コ
ン
テ
ス
ト　

▽
と
き
＝
４

月
２２
日
㈰
―
５
月
１３
日
㈰　

▽

と
こ
ろ
＝
中
山
道
大
井
宿
街
道

※
賛
同
し
て
い
た
だ
け
た
方
の

の
れ
ん
を
気
仙
沼
へ
送
る
予
定

で
す

　
　
　
　

中
山
道
大
井
宿
の
れ

ん
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委

員
会
（
大
井
町
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
内
）
志
２
５
―
４
１
２
８

　

４
月
１
日
採
用
予
定
の
職
員
を

次
の
よ
う
に
募
集
し
ま
す
。

□
職
種
・
定
員　

▽
看
護
師
＝
３

人
程
度　

▽
消
防
職
＝
１
人
程
度

▽
臨
床
検
査
技
師
＝
１
人
程
度　

□
試
験　

▽
１
次
試
験
＝
市
役
所

会
議
棟
で
２
月
１１
日
㈯
（
看
護
師

と
臨
床
検
査
技
師
の
試
験
日
は
別

に
通
知
し
ま
す
）　

▽
第
２
次
試

験
＝
３
月
中
旬

□
受
付
期
間　

１
月
１６
日
㈪
―
３１

日
㈫
（
郵
送
は
１
月
３１
日
㈫
消
印

有
効
）

□
申
し
込
み
方
法　

市
役
所
備
え

付
け
の「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
」

に
①
住
民
票
②
卒
業
証
明
書
③
成

績
証
明
書
④
資
格
・
免
許
の
写
し

⑤
写
真
⑥
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
―

を
添
え
て
申
し
込
む
。
郵
送
請
求

は
、
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト( h

ttp
://w

w
w

.city
.en

a.lg
.j

p
)

で
も
入
手
で
き
ま
す
。

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
総
務
課
職
員
係
（
内

線
３
０
４
）

募
集

看
護
師
・
消
防
士
な
ど
の

市
職
員

　

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
素
案
）
に
つ
い
て
、
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

□
期
間　

１
月
２０
日
㈮
―
２
月
２

日
㈭

□
応
募
方
法　

郵
送
や
フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
応
募
す
る

□
閲
覧　

都
市
整
備
課

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.c
ity

.e
n

a.lg
.jp

/

）
で
も
確
認

で
き
ま
す

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
都
市
整
備
課
（
内

線
２
３
４
）
思
２
５
―
８
２
９
４

死tosh
iseib

i@
city

.en
a.lg

.jp

□
申
し
込
み
方
法　

は
が
き
か
電

子
メ
ー
ル
で
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
応

募
」
と
し
、
①
住
所
②
氏
名
③
生

年
月
日
④
性
別
⑤
職
業
⑥
電
話
番

号
―
を
記
入
し
、
申
し
込
む
。
地

域
や
年
齢
な
ど
を
考
慮
し
決
定
し

ま
す
。

□
締
め
切
り　

２
月
２４
日
㈮㈮

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
企
画
課
（
内
線
３
１

４
）
死in

fo@
city

.en
a.lg

.jp

　シアター恵那２月の開催情報

　　　　　　　　http://www.kasamatsu-keiba.com/

□如月シリーズ　１３日㈪～１７日㈮
□梅花シリーズ　２７日㈪～３月２日㈮
　　シアター恵那志２５-７７６７（開門午前１０時）
※名古屋競馬は全レース発売します。５日掌、１２日掌、
１８日松、１９日掌、２６日掌は佐賀競馬を発売します。

市の人口（１月１日現在）

総数　５４，７４３ 人（－１８）

  男　  ２６，４８４人（－７）

  女　  ２８，２５９人（－１１）

世帯　１９，３１４世帯（＋１７）

（　）内は前月との比較

市内の火災（１２月）

建物　７件（１７件）

その他　１件（２５件）

（　）内は１月からの累計

市内の交通事故（１２月）

人身事故　１９件（１７９件）

物損事故 １６８件（１,７２９件）

負傷者　３３人（２４１人）

死者　０人（３人）

（　）内は１月からの累計

救急車出動回数（１２月）

２０１回（２，１６３回）

（　）内は１月からの累計

□
活
動
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
モ
ニ
タ
ー
会
議
、
市
政
の
Ｐ
Ｒ

活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
対
象　

市
内
に
住
む
２０
歳
以
上

の
方
（
公
職
に
あ
る
方
は
除
く
）

□
定
員　

１５
人
以
内

□
任
期　

４
月
１
日
―
平
成
２５
年

３
月
３１
日

募
集

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
へ
の
意
見

市
政
モ
ニ
タ
ー

申
・
問

問

　

第
５
回
市
議
会
で
、
各
行
政
委

員
会
の
委
員
が
決
定
。
新
た
な
委

員
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

監
査
委
員

　
町
野
道
明
（
大
井
町
）

　
　

監
査
委
員
事
務
局
（
内
線
３

２
０
）

公
平
委
員
会
委
員　

平
出
紀
子
（
上

矢
作
町
）

　
　

公
平
委
員
会
（
内
線
３
２
０
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

柘
植
麻
美
（
大
井
町
）

　
　

総
務
課
（
内
線
３
０
６
）

教
育
委
員
会
委
員（
教
育
委
員
長
）

龍
田
和
子
（
上
矢
作
町
）

　
　

教
育
委
員
会
志
４
３
―
２
１

１
２

　

次
の
２
地
区
の
地
籍
調
査
が
終

了
し
、
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
市
内
の
登
記
完
了
面
積
は

１
５
０
・
５５
平
方
㌔
と
な
り
、
完

了
率
は
３３
・
３
㌫
と
な
り
ま
し
た
。

【
笠
置
町
加
須
里
地
区
】

□
調
査
範
囲　

笠
置
町
河
合
字
加

須
里
、
鶴
ヶ
根
、
入
会
加
須
里

□
調
査
面
積　

１
・
８５
平
方
㌔

□
登
記
完
了
日　

１１
月
２１
日

【
武
並
町
上
の
洞
地
区
】

□
調
査
範
囲　

武
並
町
藤
字
天
神

前
、
紺
屋
洞
、
鳥
居
前
、
白
垣
外
、

八
幡
、
奥
屋
、
黒
本
木
、
向
畑
、

笹
尾
の
一
部

□
調
査
面
積　

０
・
５５
平
方
㌔

□
登
記
完
了
日　

１２
月
６
日

　
　

地
籍
調
査
推
進
室
志
４
３
―

２
１
１
１
（
内
線
２
３
１
）

地
籍
調
査
の
完
了

各
行
政
委
員
を
決
定

問

任　期
平成２３年１２月２２
日～平成２４年１１
月２７日

問

▲のれんの作品

旧
正
月
の
餅
花
づ
く
り

第
４
回
の
れ
ん
ア
ー
ト
コ

ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

紹
介

任　期
平成２３年１２月１６
日～平成２７年１２
月１５日

任　期
平成２３年１２月１６
日～平成２６年１２
月１５日

任　期
平成２３年１２月１６
日～平成２７年１２
月１５日

問

問 問
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この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

１０

１１

１０

１１

１０

１１

１１ １

１０１０ １０
 ～

 翌朝
 ７

 ～

 翌朝
 ７

 ～

 翌朝
 ７

月・水・金曜日 火・木・土曜日 日　曜　日

８

恵那彩百景

８

恵那彩百景

８

恵那彩百景

ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな

市気象情報 市気象情報 市気象情報

９

けーぶるにっぽん

９

けーぶるにっぽん

９

けーぶるにっぽん

市気象情報 市気象情報 市気象情報

げんきっこ① げんきっこ② げんきっこ①

農業番組 健康体操 コミュニティ番組

市気象情報 市気象情報

市気象情報
文字放送 文字放送

文字放送

昼

げんきっこ①②

昼

げんきっこ②①

昼

げんきっこ①②

ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな

市気象情報 市気象情報 市気象情報

恵那彩百景 恵那彩百景 水の惑星紀行

けーぶるにっぽん けーぶるにっぽん 恵那彩百景

文字放送 文字放送 文字放送

２

健康体操

２

コミュニティ番組

２

農業番組

市気象情報

３

市気象情報

３

市気象情報

３

健康体操

文字放送 文字放送 けーぶるにっぽん

４

コミュニティ番組
　　ライブラリー ４

農業番組

４

コミュニティ番組
　　ライブラリー

５

文字放送

５

文字放送

５

文字放送

市気象情報 市気象情報 市気象情報

６

子ども番組

６

子ども番組

６

子ども番組

ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな ほっとｉｎえな

市気象情報 市気象情報 市気象情報

７

水の惑星紀行

７

ミュージック
　　　パーティー ７

ミュージック
　　　パーティー市気象情報

８

げんきっこ②

８

げんきっこ①

８

げんきっこ②

コミュニティ番組 コミュニティ番組
　　ライブラリー

コミュニティ番組

９ ９ ９恵那彩百景 恵那彩百景 恵那彩百景

文字放送 文字放送 文字放送

市気象情報
　（毎時００分から）

市気象情報
　（毎時００分から）

市気象情報
　（毎時００分から）

文字放送
　（毎時３０分から）

文字放送
　（毎時３０分から）

文字放送
　（毎時３０分から）

２月の番組表２月の番組表

次号は２月１日号
　発行日は２月１日㈬です

広報えな No.１６６
２０１２年（平成２４年）

１月１５日発行

発行　恵那市役所／編集　企画課広報広聴係

岐阜県恵那市長島町正家一丁目１番地１志（０５７３）２６-２１１１／思２５-６１５０

http://www.city.ena.lg.jp/　糸 info@city.ena.lg.jp

『広報えな』１月１５日号、

１部当たりの印刷経費は

約１０.５円（税込み）です。

コミュニティ番組

アミックスコムからのお知らせ

みんなえなのこげんきなこ

１月３０日㈪～２月５日㈰

病害虫、農薬講習会〔病害虫防除の基本と農薬の安

全な使用についての講習会。講師は恵那農林事務所

農業普及課の関尾政典氏。１２月１３日撮影〕

２月６日㈪～１２日㈰

市成人式〔１月８日に恵那文化センターで開催され

た成人式。大人の仲間入りをする新成人たちの晴れ

姿をご覧ください。１月８日撮影〕

２月１３日㈪～１９日㈰

防災教育講演会〔「災害時のための予備知識・心得と

準備」をテーマに市消防防災センターで開催。静岡

大学防災総合センター准教授の牛山基行氏と岐阜地

方気象台長の辻村豊氏の講演です。１２月１８日撮影〕

２月２０日㈪～２６日㈰

三好学博士生誕１５０年記念フェスティバル〔郷土の

先人で近代植物学の基礎を築いた三好学博士の生誕

１５０年を記念したイベント。こども植物画コンクー

ルの表彰や岐阜大学名誉教授の林進氏の記念講演会

などが開催されます。１月１５日撮影予定〕

２月２７日㈪～３月４日㈰

ぎふ清流国体スピードスケート競技〔１月２８日から

３１日まで恵那スケート場で開催する国体スピードス

ケート競技や会場での催しなどを放送します。１月

２８日～３１日撮影予定〕

２月１日㈬～９日㈭

①佐々良木保育園くま組　②明智保育園あお組

２月１０日㈮～１９日㈰

①吉田保育園きりん組　②明智保育園あお組

２月２０日㈪～２９日㈬

①吉田保育園きりん組　②串原保育園ぞう組

※市内の保育園や幼稚園の、元気な子どもたちが登場

します。

全国各地を紹介「けーぶるにっぽん」 

 「けーぶるにっぽん - ふるさとの宝 -」は、全国各地

の次世代に残したい地域の宝を、それに関わる人々

を通してケーブルテレビ事業者が共同制作したもの

を紹介する番組。 3 月末までの放送予定です。

　番組・内容は予告なく変更することがあります。最新の番組

表は㈱アミックスコムのウェブサイト（http://www.amixcom.jp/）

をご覧ください。 　㈱アミックスコム錆０１２０-９２７-５２８（市外・

携帯電話・ＰＨＳは志０５７３-２０-３２５２）営業時間外の故障窓口志

０５７３-２６-２１８８（串原ＣＡＴＶは志０５７４-６１-０９２７）※「げんきっこ」＝みんなえなのこげんきなこ

問問

▲市安心安全メール配信システム
　（登録用ＱＲコード）

　　　市ＷＥＢ版文字放送システム

▲

　　　　        　　　　（閲覧用ＱＲコード）

　□問い合わせ　防災情報課（内線３１７）




